
二

二

三

∫

軽

成

上
ソ
〆

過

神
化
に

つ

い

て

頭
日

衆
民

を

中

心
と

す

5

-

佐

藤

細

末

へ

こ

襲

名

に
示
し
た
透

り

､
木

蘭

は
全
国
内

行

政

埴
筒

と

し

て
の
鎌
倉
幕
両

､
葦
が

茸
武
中
卑

取
得

.
室
町
零

荷
と
轟

く
武
家

に
よ
る
政
譲

の
主
導

権

の
草

塘

コ
出

た
田
朗

に
お

い
て
､
辺
土

に
於
甘

否
中
世

の
在

り
方

､
帯

に
律

令
制

的

行

政
の
残

存
す

る
東

北

の
衆

北
端
で

は
佃

何
軒

｢
た

か

と

い
う
こ
こ

に
つ
い
て

･
こ
の
他
-刀
の
代
置

列

な
曽

代
一代
を

と
り
挙
げ
て
t

そ

の
安

原
看

取

て
庸

二
.1
と
す

る

も

の

で

祈

る

｡

今

日

'

津
寧

地
下

に
つ

い
て
t=
研
花

の

狩

状
d

J

把
頭

領
王
制
か
ら
国

人
虐

心
黙

雷
六

名
l
･浮

世
大

名

へ
の

経
過

の
和
明

は
さ
折

釘

て
六
rY
J
つ
ぼ

で
不
充

分

で

あ
る

1才

萩

に
各
回
.3
そ

の
塞

硬
作
常

と
し

て
文
献

的

に
ご
･V
初

期

の
段
階

に
入
る
と

こ
ろ
の
成
立
餌

に
お

け
る
錬
倉

闇
象

人

の
津

軽

rf
折

井
､り
所

W
,'
形

覆

･

束
が

支

配
体

家

宅
曽

謂

I..t

_二

モ
k
)
的

醗
訴

三

二

二

つ
芥

否

こ

と

に

し

た

LJ
史

料
酌

に
き

れ

的
て
斜
眼

さ
出

て
r>
石
f沼
で
大
路
S
.
二
E
L

か
兼

華
で
さ
tLlj
い
が

ー
太

市

の
閲
叱
正
を
手

巧
､
更

に
だ

全
な

も

の
こ

す

否

た
か

に
不
儀

モ
幕
別

で
訴
え

て
云
察

し
､
後

寄

tdJ
摘

､k!
石

.っ
も

り
で
弄

る

っ
覇

春

草

l

'
親

任

行

政

区

直
上

却

､り
一
つ

r1
携

れ

H

て

い
石

が

､
正
史

的

､

和

会
的

IllLi7
草
偶

は
必
ず
し

も
同

一
で
な
く

J
し

た
却
っ
て
填

民
性

も
左
劃

し
て

二
分
さ
れ

て

い
る
二
と
は
よ
く
亘
れ
オー

て
い

石
と
二

ろ

で
読
者

｡
東

側

こ
面
倒

で
は
八

甲
田

の
山

な
み

を
据

_=
し

て
太

平
洋

刺

の
南
部
地
方

と

日
本
海
卿

に
よ

っ

L
'津
軽
兜
市

と
は
社
会
経
済

､
匝
誓
､
文

忙､
生
慧

冨
層

- 12 -



生
JtiJe
昏
層
局
fl･･
の
慌
芋
を
巽
に
L
､
し
か
も
藩
民
時
代

の

南
新
藩

J
凍
堅
藩

の
軍
令
的
E･G
と
も
云
え
そ
う
LT･こ
=
立
な

む
と
が
ら
み
罫
っ
て

ニ
大
望
茅
園
菅
形
尉
し
て
い
る
わ
け

で
薪
者
.

こ
れ
1り
は
荒
し
て
不
思
轟
な
ご
と
で
は
な
く
､
正
史

の

発
射
を

み
て
抱
け

ば
遅
筋
で
き
膏
こ
こ
な
の
で
あ

る
.

平
京

巧
奉
養
暦
東
民
雄
荒
頼
朝
にニ
ト㌔

て
茅
亡
し
た
の

か
ヌ
苧

禁

.
=

r(q
乃
J
葦
で
罰
石
｡
革
面
斉
重

苦
奥
叫

絶

草

誉

r
∵
チ
?
し
､
潤
軍
人

の
半

荘
弟

揮
茨
寛

政

菅
清
聴

奉
行

に
.徳
じ
た
n

･1･J
二
t.つ
か
そ
の
簡
閲
も
描
く
､
同
年

十

二
月
､
清
孝

沃
tIリり
軍

記
r
二
五
わ
射
る
六
L河
茂
市
襲
仕
舛
濠

乱
更

訂
こ
し

､
宇
綻
豊
実
疎
は
彼
の
た
折
に
袈
r
7
m
て
し

ま

っ
た

L'}
二
の
案
愛

7.-j
J
H
､
聾
久
充

(
二

九

O
)
早

二
月

､
蘇
荷
は
犀
利
栗
東

､
千
賓
胤
正
等
モ
し
て
寮
僅
巷

討
の
草
ぞ
派
遣
し
て
粉
砕
し
､
覇
森
市
外

i
頚
残

雪
打
返

)

の
軒

㌢

宗

野

追

い
ヱ
み
､
費
住
持

つ
い
に
栗
原
と
い

う
と
こ
ろ
で
工
民
に
簸

n
n

て
し
ま
い
､
着
任
の
最
乱
は

錬
磨
r
J
汎
た
L
乗
せ
の
寮
乱

に
つ
い
て
の
記
事
は
青
書
錠

●､■
の
葡
復
の
日
野
に
ぎ

遭
n
れ
て
-)~
石
畑
､
二
の
臥
伏
線
'

完
全

に
辞
食
滞
覇
の
吏
配
下
に
お
か
れ
た
わ

け
で
祈
る
､

こ
こ
で
少
し
頼
朝
の
奥
州
征
球
の
黄
桑

に
つ
い
て
簡
単
に

琴
爪
て
お
き
た
い
｡

項
蔀
の
卑
州

節
代
理
定
額
腰
希

J
養
家
の
奥
叫
乾
領
の

相
債
の
尭
鹿
を
発
け
た
も

の
で
あ
る
三
と
は
､

尋
専
獲

'
安

岩

ニ
(

I
二
四
人

し
辛
二
月
五
日
架

｢
云
夢
衝

､
矩
蒋

朝
敵

t
R

拭
私
宿
意
諌
亡
之

放
せ
｣

と

い
う
こ
と
か
ら
も
甲

り
打
者
｡

頼
朝
が

伊
豆

に
番
兵
し
て
月
末
-

ま

た
た
く
樹

に
大
在

刀
を
召
棄
し
､
一
介
の
流
人
か
ら
讃
氏
の
篠
栗
と
し
て
宅

原
し
､
額
下
に
兜
奉
じ

た
武
士
連
西
彼

に
撃
つ
ヱ
と
に
何

の
た
め
ら
い
も
啓
せ
ず

､
又
親
身
自
噴

い
さ
さ
か

も
董
虜

す
る
と
こ
ろ
介
在
却

っ
た
と
い
ろ
こ
こ
は
'
今
日
の
私
達

の
怖
魂

か
ら
判
断
す
H
ば

､

l
宅
奇
異

に
慮
す
る
C

で
は

こ
う
'r
う
鹿
葛
空
も
た
ら
し
た
の
.1_
何
か
と
い
一つ
亡
.や
は

;
窯
民
の
嘘
淀
と
し
て
の
血
統
の
乾
帝
性
･
そ
し

て
義
繁

用
宋
全
国
の
武
士
か
ら

､
幣

に
東
国
武
士
舛
ら
革

帯
菅
集

め
て
い
た
捧
務
で
祈

っ
た
と
し
か
考
え
ち
二
と
却

で
き
な

い
.
｢
貴
重
L

と
い
う
概
念
で
表
現
さ
れ
る
も
の
が
ゼ
lq

で
あ
る

｡

和
帝
秀
幸
ti:
の
言
葉

モ
摩

り
い
ぼ

､
｢
彼
の
最
か
帝
ち

- 13 -



得

た
tr
官
費

』
と

こ

れ

た
讃

一代
正
嫡

と

い
う
属

性

井
草

代

の
把
蕗
東

国

に
お

い

て

､
旗
東
武
肇
の
･信
仰
酌
繁

斉
の
対

象
と
在
り

､
こ
の
宵

雇
空
費
雇

,子
り
L
粛
石

綻

FJi
吉
事
､

頂

司
の
宏
卯

､
故

貫

的
世
界
熊
立

の

一
大
要
零

と
'LT
H

､

中

心
と
な

っ

た
L

は

iJ
刀
工
珂
畳
も
ETL
で
番

目

､
錬
倉
武

十
一■の
世

界
優

に
ま

で
国

連
丁

石
も
f:I･手
折
る

O

(ノ
)

r
)
の
よ

一つ
に
骨
層

の
雪

空
力
か
ら
相
打
ぱ

J
義

家

G
r
fj

っ
て
斬

れ
耳

の
役

に
転

注
を
討

ち

､
出
羽
守

に
任

じ
J
陸

奥
守
を

正
せ
､
そ
の
画

に
涛
摩
汽

一
焦

F
f
や

日
.
軍
事
定

し

た
後

三
年
の
役

を
鐙
笹

L
J
朝
巽
か
ら
私
印
と
き
め

つ
け

･f
.省

､
そ

の
発
病
文

辞

に
吉
申

し
た
鹿
西

で
節

L.二

J
蘇

れ

ば

､
蘇
原
汗
:
の
撃
力

曇

華
麿

で
郵

葛
と
兵

に
-
.私
刀
軍

営
,)

の
的

で
祈
っ
た
わ

け

で
節
寄
｡
.

更

に
､
こ
の
頃
珂
征
代
(〟.:
軽
索

信
､
蒸
承

托

ニ
ー
七

二
′｣

.屯
t̂
)
が
て

い
た
だ
酬
!
末
管

長

の
↑+)
ど

.r1
童
ん

で
い
LiqJ
舟

雪

的
大
寒

t.
の
任
孝
吉

｢
全

国
同
意
韓

It
堅

耳
(

:
[

中

の
法
華

と
し
て
継
承

し
､
宕

訳

し
た
責

で
､
古
代
国

東
膏
二
･(.L.jltIr･j
l･.kj

中
世

的

に
葉
誓

し
た
へ
:
言

方

で
祈
り

･
征
硯

讐

原

苅

LT

把

下
管
繁
簡
が
環
帝

に

正
式

に
与
､そ

り
H
I
奥
羽
,薫
最
北

鵬

に
至

葛

ま

で
直

t
酌
'Ln
船
頭

副
薙
碩

行
4')
H

L
)
二
と
は

非
醇

に
壷

専
管

こ
き

:J
､
二

刀
鬼

頭

帝王

軍

芝
適

し
て

､
蛍

光
勝
謹
撃

.).
宝
剣

屠
編

に
｢
内

邑

忙

し
宮
饗
脅
す

石
｡

寒

頭

に
驚

け
る

守

語

の
設

塵

に
関

し

て

は

そ

の
形
跡

T.t

L7)
/＼
､
又

岩

五
号

〔

一

一
八

九

〕
九
月

の

塵
舛

征
代
巨

簡
l

⊥旦

患

讐

rt
壷
井

陸
奥
国
御
家

人
綬
李

を
命

じ
ら
れ
て

い
る

o

空
の
1
線
､
孝
竺

花
卑

正
月
の
大
河
専
任

の
丸

誓
て
S;
千

種

モ
轟
璽

市
費
か
ら
額

朝
の

も
と

に
盈

筈

で
訴

て
お
=

〔

吾
拳
嚢

)
'
讃
蚤

の
御
棄
人

解
を

海
水
rつ
ガ
が
わ

れ
イQ
熱

､

+1
醒
音
譜

の
裸
冬
田
圃
博
で
下
葛
篭
断

に
E=v
L
て
li
J
青

草
渡
文

Jiq
五

(

I
I
rf
n

一
意
F
'
司
甘

由
日
栄

の
芝
草

r1

-〓
｢【一
L

｢
平
餐
郡

内
確

群
書
便

所

草
､

可
.層

帝
.え
と日
'
顧

竺

二

朝
軍

里
鶴

都
下
文
於
商

内
鳥

人
停

止
三選
行
一可
乱
-衝

罪
科
1

4(
由
云

LC
J
凡
笥
要
今
度
新
刊
･
葬
伐
野
犬
耐
運

筆
.tg

等
童
革

､
剰
常
謹
啓
咋

社
歴
審

蔀
己
下
界
尊
敬

箇

所
.云

〔
＼
L

iJ
節
リ
､
裡

断

掻
IE
･
吏
ぶ

と

こ
ろ

は
僅

か

平
泉

一
簡

Li
す

ぎ

ず

､

葛

西
讃
鼻

が
陸
奥
国

tI
再
の
麦

配
雁
首
帝

し
た
と

-I一l-14 -

i.1ij
希
え
,わ
れ
.Ll
い
よ
う
で
祈
る

遭

え

〓
(

二

九

二

年

三
月

J
伊
東
家
貴

命
陸
奥
留



守
堺

に
禰
セ
ら
.札

-
国
中

汽
顔

の
義

訟
取
深
ぎ
モ
嶺

で

う

化
た
｡

｢
又
萩
秀
衡
r<
遠

縁
豪

〔
人

)
号
令
有
望

､
殊
可

珊
憐

鰐
心
ス

由

.
帯
仰
円
高
曲
兵
衛
荊
請
垂

､
伊

沢
左
壷

間
質

専

云
tf
･
両
人
亀

､
解
為

奥
州
野
暮
行
也
｣
(
吾

妻
蒙

)

雀

ス
六

､
札

､
打

凡

､

)

と
新
香
定
率
良

'
選

果
六
耳

九
月

三
日
乎
帝
守
塔
倍
濃

の

あ

都
素
量
､
豪
等

の
面
人

に
対

し
て
竿
灯
㌻
り
打

て

,/
ナCn
ご

と
TB
･
朴
か

竃
風
相

思
寒

行

と
U

つ
立
渇

に
基

づ

い
て
い

る

と
秀
え
ら

刑
岩
井

､
雨
竜

の
受
信

の
内

容
が
そ

れ
で
H

昇

っ
て

い
る

ヱ
k)
､
環
が
そ

の
よ

う

に
畢

fT
Lu
両

名
帯
解

林
廿
珂

f1
し

て

､
新

語

の
蓬

ス
六

耳
托
月
甘
圧
日

長

に
見

ら
れ
る

よ
う
L･i
同

一
筒
箱
を
馨

る

1ご
つ
に
急

｢
た

林
か
艶

明
さ

:J,.
る
の
で
召
け

オー
げ

汚
寛
､
安

登

星
空
.=･'･
で

‖小
の
幣

輿

御
家
人
奉

行
､
陸

奥

留
守
厨
の
補

任
が
､
事
巽

上
奥
輿

怨
奉

行
補
任

吉
意
味
す
る
仁
斎
す

百
二
と
.r7g
で
き

蔓

り.,
r)

弓

罵

声

に
留
守
覇

t.!
つ
い

て
附
害

す
石
畳
ら
ぼ

J
由

守

喝

の
寧

斤
を
毎
号
軒

と
い
う
押

､
こ
れ
.3
平
を

中
朝

よ
り

国

司
の
下
司
を
さ
す
よ

う

LL
な
･T
､
固
守

に
代

っ
て
留
守

を

す

る
と

こ

ろ
が
ら
出
た

も
FTi

tJ.J
布

石
ク

凄
久
元

隼
二
月

､

漁

帝
覇
T23

琴

卑
官

の
本

留
守

受
Jh<,
軒
留
守
が
大
月
尊
徳

の

栗

東

に
革
み
し
た
る

を
握
っ

て
.
乾

づ
新

笛
守

芭
軒

=
･

本

留
守
は
年
令

七
十
才

以
上

の
売
今

で
あ

る
た
め
斬

罪
を

止
折

､
定

･憑
瑠
監
惇
涜
腐

骨

三
陸
卑

国
習
守
喝

た
ら
し

釘

た

.こ
の
周

合
迂
竜
す

べ

n
伯

J
軍
早
朝

簡
捷

は
武

家
iF:
よ

り
匂
r
一拍

た
も
の

で
な
ノ＼
J
湧
帝
都
押
勅

許
に

l･6
月
旦

那

二
百
官
印
術

L
LL
J国
守

ヒ

し
て
任
命

し
た
羊)
の
で

あ
る
と

い
う
こ
と
で
粛

石
｡
国

守

は
違
仕
で
あ

り
在
庁

宮

人
の
管

轄
蹄

矧

の
YL
lめ

に
私
的
代

行
人
目
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光
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あ
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膚
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司
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簡
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.
刊
家
賃
.5
1
J
而
不
i周
.国
簡
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葦
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席
代
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史
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磯

梅
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収
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叫
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司
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仕
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佐
藤
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｢
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藤
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膚
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れ
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環
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光
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薪
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華
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光
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わ
れ
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叫
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入
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伸
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燦
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篠
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案
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ふ

あ
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節
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萄
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光
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縛
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又
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滞
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嫉
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廿
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廿
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光
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光
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岩
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憤
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篠
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光
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廿
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光
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光
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亡
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四
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が
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領

と
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廿
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襲
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廿
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光
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光
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.･･･.r
･
..Lr:
I

乾
に
正
中

三

〔

二

二
二
六

)
耳

五
月
甘

七
日
曽

我
光
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ろ

｣
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｣
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光
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河

国

見

が

名

取

は

除

く
と

断

っ
て
い
る
C

名
歌

と

は
土

師
尿

郷
そ

の
忙

FJ
あ
り

･
幣

(
QJ

河
田
と
は

却
音

た
の
郡
司
覇

の
二
と

tiJ
市
ろ

､つ
''

老

巧
牽

､

こ
の
節
額

小
官
符
汽

の
荷

に
帰

し
た
iJ
い
う
徴
蒼

は
見

ら

れ

な
い
か

､
後

逐

す

る
よ

う

に
土
師

操
郷

は
曽
我

汽

の
所

領

に

.0
7
て
い
る

こ
と

か
ら
推

定
す

る
と
曽
市

民

に
伝
領

r
f
;
た

の

で
T2
節

電

苦
い

か

｡
尼

た
ら
し
や

う

は

平
常
壷

(:
)

惟

秀

の
腔

で
布
石
O

●

と
爺

弓
.}
軒
轡

は
地

頭
潔

r;J
あ

る
(,.J,I

革 駿
東 三可

&
･
つ

L!LI

~'-j-:,=享=-宗
.T=:)蛋

た

の
簡

司
畢
半

分

T-LI
の

中
希

節
一惟

秀

の
即

行
す

る
と

こ
ろ

Tr

庁
禿

元

(

二

三

JL

)
軍
十

二
月

B

日
尼

た

好
餌

国

網
制

圧
小

岩
師

札
名
'
全

礼
名

つ
う

ふ

ん
し
き

正
広

五

(

〓

I
m

ニ
)
年

三
月

口
三

I]
中
帝

垂
惟
秦
着

帯

に
よ
り
中

薪

垂
惟

希

世
席

竺
所
領

で
あ
る
ご
と

が
わ

か

電

芸

諾

意

丘

年

中
素量
惟
肴
蕎

警

よ

る
と

二

期

の
按

は
ttj
す
め

ヒ
土
)
の
恵

志

に
ま
か
せ
る
と
あ

る
.が

､

二

巧
む
丁
め
ど

L
は
居

た
う

L
や

､つ
fJ､
布
目
､
尼

L
,
う
L

や
う

の
卦
な
る
人

だ
ろ

う

｡
専
売

三

t

二

二
C)
五

)
茸
正

月

廿
日

に
居
た
う
L
や

う

か

ら
方

王
御
前

に
課

与

rJ
寸ー

て

I-
～

pL

増

発

に
正

雪

(
三

二
u
)売

F
t
月
同

じ

所

領
が

疋
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た
J〔
し
野
､つ
か
ら

大
鹿

(
J
t
jん

な

る
毛

の
仁
摩

与

†
)
如

て

い
㌔

)
療

育

壬
御
前

か
ら
偉

i,hy
し

て
木
部

衛
前

に
与
､h
Jit1

も

の
か
二

空

聖

花
(

〓

l二

九

)
毎

十

二
目

せ

甘
層
仁
＼つ

L

q
,,つ
か
ら

誇
曽

食
余

一
着

光

ヒ
壌

阜

き
れ

て

い
石

Q
太

郎
御
前

は
せ
せ

で
萄

弓
か
ら
賓

光
と

い
か
な

る
南

俸
ヒ
布

石
人
か

不
明
で
萄

石
｡

信
濃

固
水
内
郡
こ

い
の
細

尾
た
＼つ
L

Dz
,つ
譲

就

ヒ
攻

の
士
書

JB
.あ

石

｡

(蚊
)

繁

ノ

す

(
き
し

苧

つ
く
lL,
事

;f
f)
,

と

し

(ム耳
)

正
(畑
)
こ
ね

三

八
竺

二
日

窮
ま
仁
､つ
L

や
､つ
(乾

坤

)

へ
帝
護

ItY
嘗

)

EEI
一
町
同
押
入
凄

弥

斉

在
豪

1
号

の
碓
辞
職

で
布
石

｡

｢
田
仲

r(
蓮

｣
と

は
弘
を

八
茸

正

肖
廿

三
日
北
傭

兵
時
碑

知
奴

へ
斉
藤
秦

野
南
触
＼貢
壱

)
に
読
者
が
見
え

る
｢
田
仲

氏
｣
鯨

t'･J
萄

う
､つ
か

二

+
鞘

で
布

石

二

花
亨

こ
.
(
〓
l三

二
)

(

_ど)

考古璃丁斉層夢薯貰
雅か<E

T顛l*曽
頼光
喝
に嶺
､克
て=考

ぢ
ノ
旧

いー
ち

軒
､つ

へ

い
に

-つ

た

,つ
か
あ

.1J

(譲

譲
)

噂

一
∩
リ

わ
巨
L丁

へ楕
濃

蘭
)

し

な

の

～

ノ＼

rtg
.)

に
ミ
調

印

珊
〉
二

ぼ
り

こ
い

へ向
け

J

(直
し

(汰
)

の
欄

γ

の
､つ

吉
LF
'ひ

に
h
)

最

き

モ

カ
.
か

＼
つ

(
▲潤

り

(石

)
(
d
t

古
｢冒丁)

い

す
ノ
､
つ

･

簡)
の
i
F

が

纏

し

ぎ

の
苛

ハ
け
-つ
L
や
､つ
駕

つ
難

い
軸

､つ
耶
㌃

の

軒

鳩

k

,フ
な

り
Jl

っ

て
㌔

)二
鞘

1廿
璃

㌔

(
加
√

太

郎

,"

(
価
)

へ乾
麺)

マ
丁
畏
】

(.～
)

(J永

代
〕

(

薄

手

つ
よ

り
の
し

そ

く

い
ぬ
太
郎

に
TqJ,
い
た
い

姫

つ
り
だ

-小

的

)

へ叱

む

)

(

昔
)

と
こ

ろ
な

り
こ
の

-

9/

ぅ
を

そ

手
幸
一
て

い
V
J
1

f3
モ

い

(薯
乱
)

ら
ん
わ
へma
),り
い
言

い
だ

さ
･八
払
戸

か
ら
.
(
u
J
,つ
L
F;/
.っ

(
村
.領
)

か
そ

-

ぬ 't
r=S
ス鉦
ノ＼ノ
つ や

富 'f芸
い

ち

ふ

左

を
㌔

音
節

＼つ
す

へ
か

､ヱ

Ln
い

(
一分

.㌧

に
申

て
1E
r
J頂
が

,つ
訂

ハ
Ij

ti
F

r

,3ん

に
(
肇

武
蔵

固
有

寧
都
東
平

沢
内
甲
音
崖
喪

ヰ

項
咋
演
者
粛
四

二

の
軒

領
亨

示
す

エペ
書

け
左

の
一
連

だ

け
で
誘

う

V

曽

我
宣
筒
口
大
軍

人
連

発
碁
申

､
麺

笹
局
藍
阿
♯
七

番

慈

男
尊
領
武
者

画
高

麗

部
乗

車
兼
内
田
藍
屋
寮
事

項
咋

諸
芸
円
田
聖

苛
顧
軒

等
坤
放

漫
書

棚
比

･
尊
慮

華
根

御

下
＼貫
等

､
相

堰
与
＼凄
鳴

可
竜

申
/N
iLL
有

無

-
比
重
諸

説

､
可
蔵
注

中
主
状

J
確

仲
執

津

相
律

正
電

二
毎

三
月
せ

rJT
tD

沖

凍

(
詑

常

)

高
賓

太
市
次
郎

入
道

巌

(
音
素
重

野
南

都
キ
草

)

祖

宙
居
直

阿
{
Jら
掘
侵

襲
渡

さ
iS
辞
意

照

に
伝
わ
り
賓
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に
曽

我
館

綜
光
背

に
積
領

さ
れ
た
も

の
で
あ

†つ
､つ
b
そ

の

他

ほ
頒
同
債

は
不

鯛

で
覇
石

｡

睦

奥

暫
名
取

郡
土

嫡
感
触

こ

の
所
謂

の
所
敢

T
!
碓
頭
廟

代
で

布

石が
ー
吏

懐
的

に

指せ
把
野

的
嶺
圭

で
あ

っ
た
う
う

と
患

わ
れ

る
ク

曽

常
民

の
鮒
領

と
-
て

は
化
粧

的
細
初

の
も

fS:･で
宝
諸

元

(
〓

一
四
七

)
茸

に
J
化
確
時
頼

か
ら

乎
塞
友

に
動

頭

へ打
)

-く
撃
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
ち
.
〒
封
か
,.(.り
ヒ

十

五

賢

‥碍

竺

空
相
元

二

三

l
札

)
寒

空

ぺ
書

に
口
雇

L
,プ
L
q/
/
<J･

,'J･l'･

の
妬
領

と
し

て
華

､h
′わ
れ

て
く
て三
,

匝
虜

固
名

取
郡

平
岡
新

雪
化
五

二

二
九

二

)
毒

の
中

華

整
確

秀
諌

継

に

｢
年

〓ヽ)

間
鹿

＼て
円
山

何
八
寒

の
結
合

三
町
㍍
rq=
早

早

｣
と
撃

て
石
C

陳
腐

国
名

薪
都

田
廊

見
名

唱
蕃

四
番

名

ハ'･1)

元
号

ニ
(

l
三
二

二

年

四
日

の
寄

寓
籍

零
落

連

敗

Li

よ
る
と
錦
尊
書

に

｢
斎
衛
岸

同
五
十

五
遡
野

望

ヱ
竺

B

J

せ

コ
ゝ

LrEZ

下

'･:T
Jy
相可

今

勘
定

＼づ＼

と
あ
一リ
､
皆
.#
余

一
定

衛

円

r二
項

へ
秦

充

)

巧
籍

蒔
き
寮

に
な

る
o
多
分

t
先

代
光
恵

が
名

乗
郵
土
帰
痛
風
雀
療
軍

か

､り
与
え

ら
れ

た
時

に
同
府

に
与
､tiJ
,り
れ

た
モ

の
か
干
オ

帝

後

で
不
予

つ
二

九
免

田
茸

二
月
付

の
｢
撃
滅

琴

南

砂
状

察
し

ヒ
次

の
記

事
が
見

克

ち
｡

｢
お
岩
楯

､
太

平
嘗

前

々
者

､
重

代
相

伝
析

領

､
如
行

干
今
無
相
凄

J
汝

沼
楯

対
審

-
光
高
観

て
曽

我
左

衛
円

太
郎

入
連

発
幕

､
自

子
息

泉

l
賓
発

芽

畷
譲

Lb
J
を

卑

敏

行
泉
満
車

､
J/･i
甲
郡
丸

席
褐
去

国
辱

名
音

､
令
葡

落

EB
憾
t
幣
鳥

獣

ケ
茸
爵

催

､
売
高
曹

超

文
宝

滝

台
暑

熱

編
軒

領
喧

t
ゼ

(
得
警

(
葡
凍
寒

野
帝
葡

キ
曹

)

曽

題
宜

と
は
碓
虎

で
奉

り
J
光
｣仏
が
宝
q,R
元
毎
項

与
え

ら
れ
Lに
を

の

tJL,
蘇
.ち
こ
と

が
わ
か

っ
LLJQ

軒
職

,相
帯
踊
lrui
が
t

領
家

持
矩

衛
異

(
演
同
家

)
で
萄

門
､
地

頭

は
北
碩
家

で

ー
曽

裁

民

は
碓

環
礁

と

し

て
京
硬

-
iii幸
の
で
蕃

†JC8C

蟹

田
は
肴

町
八
貫
ば

か
り

で
有

ち

〃
十
分

一
百
雀
徳

育
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で
塵

取
壱

町
直

売

iJ
台
上
ハ
勺

で
潅
上

境

十

亡
貰

二
竃

･[
十

七
女

と
LJ
,
っ
て

い
ち

-

豪

麿

二

二

三

二
亡

)
軍

に
肇

銭
孝
雄
死

海

か
ら

t!
三
･

アし希

k

仁
譲

与

さ

射

て

い
ち

亡
こ
れ

は
r
替

戴

民

誓

刊
薄

れレ
中

手
､遠
投
千
言
＼
誰

清

さ

封
lu
t

竺

:;/
､
売

払

FJ
二

三

コ表

)
卑

二
月

の
前

記

｢
曽

東

光
高

車
歌
寮

｣

〓

′こ
野
丸

Tl
I,･1℃
高

の
著

名

)
に

て
析
領
事

簿

の
撃
室
を

坪
稽

し

て

い

石
休

'
漕

寛

平
等

部

内

十
､
年
等

J
老
廃

.
溜

稽

J
刀
寒

珂

薫
と
英

に
遼

託

さ
れ

て

い
÷

?

L

1
/

註
1
1
育
ノ帯
革

腎
南

蔀

j
X
書

＼
軍

空

士
∵
叩

二

二

七∵

雷

光

帰
放
棄

鮭

cq
J
壌

賢
由

蔀
｣大
書

J
真
書

競

(
書
敗

の
田
巻

伊
ら
莞

て

｢
寮

湿
害

｣
と
す

･J(
亨
で
前

石
e
･

)

曽

我

与

一
左

衛
円
尉
輿

叫

下
伺
候

､
上

下
廿

人

､

＼
＼

＼

ヽ

覇

王
疋
無
塵
凄

､て
煩

､
官
報

勘

髄
膜

J
竃

々
謹
書

(
至

芸

卑

)
十
月
十

二音

義

完

珊
)

甲

漂
守
請

人

ly
御

津

J
t
新

準

P
貴
書

告
車

帯

ィ
､
遠
野
南
部
キ

蕃

五
大

∫--
､

ウ
】
､

r､-
､

埼
ー

｢〇
､

-trr._"1'JJ
.

'll.I一■･-Aヽ.}
J
(.∫"

新
清

三

(
蜜

岩

大
頚

､
坪
希

壷
碓
秀
壌

扶

育
轟

寮

賢
帝

許
せ
､啓

､
亮
亨

二
､
三
.
十

五

､
.管

東

宮

菟
寒

正

常
蕃
置

野
轟
顔

･,ヌ
書

r::
空

帝
凍
て
書
ムニ
ュ

帝

暦

女
官

､

正
危

言
､
三
､
甘

木

､
中
老

撃
墜
葦

薄

紙

四

C,

新
津
､戸
主

書

二

王
竺

F
'
十

二
､
世

八
､

辰

.宇

っ

L

rj/
/つ
誇

粟

t
r‖)

詮

rJ･寿

誓

音
感

士
賓

F.二

音
譜

療

誓
南

軍

三
軍

､
琶

竿

ノ
L
E;y
,つ
諸

共

五
十-

同
女

君

､
定

Il
tL
､つ
-

I:.i/
,･ノ
轟

粧
｣
ハ
⊥
[

折
藩

声
Ih[寄

､
官

iil
Iつ

し
(ly
,つ
薫

米

七
〇

音

素
寒

帯
南

都
IIy
書

亡
望

J
皆

諜
賓
恵

湾

果

ヶ

〃

lt

t･U
､

弛
緩

癖

持

1･/･
,貢
､

軒

準

戸
車
書

t

c
,
居
た
う

L
や
＼つ
藷

ri
恥

詳

?･
･青
票

車

野
南

部
ユ/ぺ
嘗

七

二
J
F
L.雪
で
言
i"
竃

雲
irff･
毒
害

軍

I.JLri潅

虻
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ヤ
仏
に
津
軽

に
於

け
丁ハM
Lrt=ii領

と
そ

の
節
鱈

に

っ

い
て
詳

注

し
て
嘩
き

F
＼
い
■

謹

厳

t丁
零

珂

五
+

ej
就

け

-
郡

で

.
多

分

甲

州
藤

項
民

の
責
配

下

L
1
お
か
れ

iiPt吉
､付
か
と
思
う

が
~
錬
舎

圧

接

｢

王
領

｣
と

｢武
貰

領

｣

に
二
分

さ
れ

た

子

つ
で
砺

吉
｡

昔
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＼
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岩
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岩
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兼
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藷
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